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(57)【要約】
【課題】断層画像上において矩形の関心領域を設定し、
当該領域をそのままズーム画像として表示しようとする
と、ズーム走査範囲がどうしても広がってしまい、フレ
ームレートを向上できなかった。
【解決手段】断層画像１００上において、ユーザーによ
りズームボックス１４が指定される。ズームボックスに
おける左辺ｌ及び右辺ｒ上には２つの基準点Ｑ１，Ｑ２
が定められており、それぞれを通過するラインＢ１，Ｂ
２の間としてズーム走査範囲Δθ２が定められる。画像
化領域は点Ｑ１、点Ｐ３、点Ｐ４、点Ｑ２、点Ｒ２、点
Ｒ１で囲まれる六角形の領域となる。四角形の４つの隅
付近部分のうち、２つの隅付近部分を切り落とすことが
できるので、ズーム走査範囲を合理的に縮小できる。そ
の場合においても、ズームボックス１４の中央部につい
ての確実なる画像化を行える。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波の送受波が行われる扇状の取込領域に対して、注目部位を囲むズームボックスを
ユーザー設定するための入力手段と、
　前記ズームボックスの上辺及び下辺の間に設定されるマーカーに基づいてズーム走査範
囲を決定し、そのズーム走査範囲内において超音波ビームが繰り返し走査されるようにズ
ーム走査制御を実行する走査制御手段と、
　前記ズーム走査制御により得られるデータに基づいてズーム画像を形成する手段であっ
て、当該ズーム画像として、前記ズームボックスの内部であって前記ズーム走査範囲に属
する多角形領域を表す画像を形成するズーム画像形成手段と、
　を含むことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　請求項１記載の装置において、
　前記多角形領域の形状が、前記超音波の送受波原点と前記ズームボックスの位置関係に
応じて変化する、ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項３】
　請求項２記載の装置において、
　前記多角形領域の形状は六角形である、ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項４】
　請求項３記載の装置において、
　前記多角形領域の形状は、前記ズームボックスにおける左上隅付近部分及び左下隅付近
部分のいずれかを斜めに切り落とし、且つ、前記ズームボックスにおける右上隅付近部分
及び右下隅付近部分のいずれかを斜めに切り落とした形状である、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか１項に記載の装置において、
　前記マーカーを前記上辺及び前記下辺の間において上下方向に移動させる手段を含む、
ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれか１項に記載の装置において、
　前記扇状の取込領域と前記ズームボックスの位置関係を示す参照画像を生成する参照画
像生成手段と、
　前記ズーム画像と前記参照画像とを表示する表示手段と、
　を含むことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項７】
　超音波の送受波が行われる扇状の取込領域に対して、注目部位を囲む矩形のズームボッ
クスをユーザー設定するための入力手段と、
　前記ズームボックスの上辺及び下辺の間であって前記ズームボックスの左辺及び右辺の
上に設定される右側基準点及び左側基準点に基づいてズーム走査範囲を決定し、当該ズー
ム走査範囲内において超音波ビームが繰り返し走査されるようにズーム走査制御を実行す
る走査制御手段と、
　前記ズーム走査制御により得られるデータに基づいてズーム画像を形成する手段であっ
て、当該ズーム画像として、前記ズームボックスの内部であって前記ズーム走査範囲に属
する多角形領域を表す画像を形成するズーム画像形成手段と、
　を含むことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項８】
　請求項７記載の装置において、
　前記右側基準点及び前記左側基準点の高さが同一である、ことを特徴とする超音波診断
装置。
【請求項９】



(3) JP 2011-36472 A 2011.2.24

10

20

30

40

50

　請求項７又は８記載の装置において、
　前記左側基準点を通過するビームラインが左側ビーム走査端に相当し、前記右側基準点
を通過するビームラインが右側ビーム走査端に相当し、それらの間が前記ズーム走査範囲
である、ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項１０】
　超音波の送受波が行われる扇状の取込領域に対して、注目部位を囲む矩形のズームボッ
クスをユーザー設定するための入力手段と、
　前記ズームボックスの上辺及び下辺の間に設定される上側基準線及び下側基準線に基づ
いてズーム走査範囲を決定し、そのズーム走査範囲内において超音波ビームが繰り返し走
査されるようにズーム走査制御を実行する走査制御手段と、
　前記ズーム走査制御により得られるデータに基づいてズーム画像を形成する手段であっ
て、当該ズーム画像として、前記ズームボックスの内部であって前記ズーム走査範囲に属
する多角形領域を表す画像を形成するズーム画像形成手段と、
　を含むことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項１１】
　請求項１０記載の装置において、
　ビームラインが前記２つの基準線をともに通過するビーム条件が満たされる範囲として
前記ビーム走査範囲が決定される、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は超音波診断装置に関し、特に、ズーム領域の設定及びズーム画像の形成に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
  超音波診断装置は、生体に対して超音波を送受波し、それにより得られたデータに基づ
いて超音波画像を形成する装置である。超音波診断に際して実行される電子走査方式とし
て、電子セクタ走査、電子コンベックス走査、等が知られている。電子セクタ走査によれ
ば、送受波原点を中心として超音波ビームが一定の角度範囲にわたって電子的に走査され
る。これにより扇状の取込領域つまり走査面が形成される。電子コンベックス走査におい
ても、送受波原点を中心として超音波ビームが一定の角度範囲にわたって電子的に走査さ
れる。但し、電子コンベックス走査では、円弧状に配列されたアレイ振動子の電子リニア
走査により、超音波ビームが扇状に走査される。
【０００３】
　ところで、超音波診断装置は一般にズーム機能を有している。ズームを行う方式には、
いったん取り込まれたデータの一部を拡大表示する方式（表示ズーム方式、特許文献１に
記載された「読み出しズーム」参照）、及び、狭い一部の領域に対してビーム走査を行っ
た上で、そのデータを拡大して表示する方式（走査ズーム方式、特許文献１に記載された
「書き込みズーム」参照）、がある。前者の表示ズーム方式は、専らフリーズ後において
実行される信号処理あるいはソフトウエア処理によるズームであるから、画像形成の元に
なったフレームレートやビーム配列は不変である。一方、後者の走査ズーム方式では、ビ
ーム走査条件を変更して、ビーム本数やビーム密度を変えることができるので、フレーム
レート向上やビーム密度向上といった利点を得られる。
【０００４】
　走査ズーム方式においては、通常、一定角度範囲に広がる走査面を表す超音波画像（Ｂ
モード断層画像）上において、ユーザーにより注目部位を含む関心領域が設定される。関
心領域は通常、矩形の領域である。超音波診断装置の制御部は、その関心領域の右上隅座
標と左上隅座標とを特定し、送受波原点から左上隅座標を通るビームラインを左側ビーム
走査端として定め、送受波原点から右上隅座標を通るビームラインを右側ビーム走査端と
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して定める。そして、それらの間において局所的にビーム走査を行う。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平４－１７４６５８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　以上のような走査ズーム方式においては、ユーザーは、一般に、矩形の関心領域の中央
部に存在する注目部位の詳細観察を望んでいるのが常であり、つまり、関心領域内におけ
る隅付近の画像化まで希望していないのが普通である。にもかかわらず、従来においては
、ユーザー設定される矩形領域の全体が常に含まれるようにズーム走査範囲を設定してい
た。矩形領域に対してそれ全体をカバーする扇状のビーム走査範囲を設定すると、両者の
形状の相違から、関心領域の左右両側において画像表示されない（非表示）部分領域が生
じる。当該部分領域は本来無駄な領域である。
【０００７】
　例えば循環器の超音波診断においてはできる限りフレームレートを上げることが望まれ
、あるいは、一定のフレームレート内においてビーム密度を上げることが望まれるが、従
来方式ではそのような要請を十分に満たすものとは言い難い。
【０００８】
　なお、ユーザーの操作性を考えると、ズーム領域を設定する際に当該ズーム領域の目安
として矩形のボックスを画面表示させ、そのボックスの位置、大小、縦横比等をユーザー
に決めさせるのが望ましい。そのような操作性を維持しつつも、ズーム実行時におけるビ
ーム走査範囲を最適化することが望まれる。
【０００９】
　本発明の目的は、ユーザーが観察したい部位の画像化を行えると共に、ズーム用のビー
ム走査範囲を合理的に制限できる超音波診断装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、超音波の送受波が行われる扇状の取込領域に対して、注目部位を囲むズーム
ボックスをユーザー設定するための入力手段と、前記ズームボックスの上辺及び下辺の間
に設定されるマーカーに基づいてズーム走査範囲を決定し、そのズーム走査範囲内におい
て超音波ビームが繰り返し走査されるようにズーム走査制御を実行する走査制御手段と、
前記ズーム走査制御により得られるデータに基づいてズーム画像を形成する手段であって
、当該ズーム画像として、前記ズームボックスの内部であって前記ズーム走査範囲に属す
る多角形領域を表す画像を形成するズーム画像形成手段と、を含むことを特徴とする。
【００１１】
　上記構成によれば、ズームボックスに対する外接条件をもってビーム走査範囲が定めら
れるのではなく、ズームボックスの上辺及び下辺の間に固定的に又は変位可能に設定され
るマーカーに基づいて、（ある種の内接条件をもって）ビーム走査範囲が定められる。ズ
ームボックスが矩形であって、その四隅付近についてはユーザーの観察ニーズがあまり高
くなく、ユーザーの観察ニーズが専らズームボックスの中央付近にあるような場合、上記
構成によれば、ズームボックスの４隅付近の内で少なくとも１つの隅付近（一般には２つ
の隅部分）を観察対象から除外して、ズーム走査範囲を合理的な範囲に狭めることが可能
となる。最初から画像化される多角形の関心領域そのものを表示することも可能であるが
、その場合には関心領域の位置や大きさによって当該関心領域の形状が動的に変化し、そ
れは必ずしもユーザーにおいて使い勝手のよいものではない。上記構成では、単純形状を
もったズームボックスをユーザー設定対象としつつも、実際にズーム処理される（画像化
される）領域をズームボックス内の主要領域として、隅付近を切り落とすことを可能とす
ることにより、ズーム領域設定時の操作性とズーム走査範囲の合理的縮小とを両立させる
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ものである。
【００１２】
　ズームボックスは、矩形等の単純形状であるのが望ましい。ズームボックスの設定は通
常、広域走査によって形成された断層画像上においてつまり画面上においてユーザーによ
り設定される。その場合、断層画像上にはズームボックスを表すグラフィック要素が表示
される。ズームボックスが備えるあるいはズームボックスにより定義されるマーカーは、
直接的にズーム走査範囲を規定し、あるいは、ズーム走査範囲の両端を定めることにより
間接的にズーム走査範囲を規定するものである。そのようなマーカーは画像表示してもよ
いし、しなくてもよい。マーカーは、望ましい実施形態では、ズームボックスの左辺上及
び右辺上に設定される２つの基準点である。その場合、送受波原点から２つの基準点を通
過する２つのビームラインが２つのビーム走査端となる。ズームボックス内外にそのよう
な基準点を定めることも可能である。２つの基準点はそれらを結ぶラインとして観念する
こともできる。マーカーは、別の望ましい実施形態では、上辺及び下辺の間に平行に設け
られた２つの基準線（水平ライン）により構成される。その場合、２つの基準線の両方を
ビームラインが横切る条件をもってズーム走査範囲が規定される。もちろん、マーカーの
態様としてはそれら以外のものが考えられる。マーカーに基づいてズーム走査範囲を決定
する条件についても上記以外のものが考えられる。
【００１３】
　走査制御手段は以上のように定められたズーム走査範囲内において超音波ビームの走査
が繰り返し実行されるように制御を行う。その場合の電子走査方式として電子セクタ走査
、コンベックス走査、コンケーブ走査、等があげられる。ズーム画像形成手段は、以上の
ように定められたズーム走査範囲内において取得されるデータに基づいてズーム画像を形
成する。ズーム画像は通常、多角形の画像となる。望ましくは、たまたまズームボックス
の辺にビーム走査端が一致する特別な場合を除いて、六角形の画像となる。もちろん、マ
ーカーの形態やズーム走査範囲の決定条件を変えれば、それに応じてズーム画像の形状も
変化する。
【００１４】
　以上のように、矩形のズーム画像を表示することに固執せずに、ズーム画像の形状を変
化させることにより、見たいであろう部分を十分に残しつつそうでない部分を切り落とし
て、フレームレート向上あるいはビーム密度向上といった利点を得ることができる。その
ような切り落としを定義するのが上記のマーカーである。
【００１５】
　望ましくは、前記多角形領域の形状が、前記超音波の送受波原点と前記ズームボックス
の位置関係に応じて変化する。ズームボックスそれ自体のサイズや形状を維持しても、ズ
ームボックスの位置が変わると、多角形領域の形状が変化する。このような形状変化は、
当初ユーザーにおいて違和感を生じさせるかも知れないが、それに慣れればズーム領域の
空間的位置の直感的認識を助けるものとなる。望ましくは、前記多角形領域の形状は六角
形である。但しその形状は特定の例外的な条件の下での形状を除外した通常現れる基本形
状の意味である。
【００１６】
　望ましくは、前記多角形領域の形状は、前記ズームボックスにおける左上隅付近部分及
び左下隅付近部分のいずれかを斜めに切り落とし、且つ、前記ズームボックスにおける右
上隅付近部分及び右下隅付近部分のいずれかを斜めに切り落とした形状である。このよう
な切り落としはズーム走査範囲の縮小化をもたらす。逆に言えば、従来において不必要で
あったビーム走査部分を除外することが可能である。
【００１７】
　望ましくは、前記マーカーを前記上辺及び前記下辺の間において上下方向に移動させる
手段を含む。マーカーは固定的に設定されてもよいが、それを上下方向に手動であるいは
自動で変位させるようにしてもよい。
【００１８】
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　望ましくは、前記扇状の取込領域と前記ズームボックスの位置関係を示す参照画像を生
成する参照画像生成手段と、前記ズーム画像と前記参照画像とを表示する表示手段と、を
含む。このような参照画像を表示することにより、取込領域つまり原走査領域との関係に
おいて、どの部分のズーム画像を表示しているのかを容易に理解できる。
【００１９】
　本発明に係る超音波診断装置は、超音波の送受波が行われる扇状の取込領域に対して、
注目部位を囲む矩形のズームボックスをユーザー設定するための入力手段と、前記ズーム
ボックスの上辺及び下辺の間であって前記ズームボックスの右辺及び左辺の上に設定され
る右側基準点及び左側基準点に基づいてズーム走査範囲を決定し、当該ズーム走査範囲内
において超音波ビームが繰り返し走査されるようにズーム走査制御を実行する走査制御手
段と、前記ズーム走査制御により得られるデータに基づいてズーム画像を形成する手段で
あって、当該ズーム画像として、前記ズームボックスの内部であって前記ズーム走査範囲
に属する多角形領域を表す画像を形成するズーム画像形成手段と、を含むことを特徴とす
る。
【００２０】
　望ましくは、前記左側基準点及び前記右側基準点の高さが同一である。ここで、その高
さとは、画面垂直方向あるいはビームライン方向の位置である。もちろん、各基準点の高
さが手動又は自動で個別的に設定されるようにしてもよい。
【００２１】
　望ましくは、前記左側基準点を通過するビームラインが左側ビーム走査端に相当し、前
記右側基準点を通過するビームラインが右側ビーム走査端に相当し、それらの間が前記ズ
ーム走査範囲である。
【００２２】
　本発明に係る超音波診断装置は、超音波の送受波が行われる扇状の取込領域に対して、
注目部位を囲む矩形のズームボックスをユーザー設定するための入力手段と、前記ズーム
ボックスの上辺及び下辺の間に設定される上側基準線及び下側基準線に基づいてズーム走
査範囲を決定し、そのズーム走査範囲内において超音波ビームが繰り返し走査されるよう
にズーム走査制御を実行する走査制御手段と、前記ズーム走査制御により得られるデータ
に基づいてズーム画像を形成する手段であって、当該ズーム画像として、前記ズームボッ
クスの内部であって前記ズーム走査範囲に属する多角形領域を表す画像を形成するズーム
画像形成手段と、を含むことを特徴とする。
【００２３】
　望ましくは、ビームラインを走査した場合において当該ビームラインが前記２つの基準
線をともに通過するビーム条件が満たされる範囲として前記ビーム走査範囲が決定される
。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明によれば、ユーザーが観察したい部位の画像化を行えると共に、ズーム用のビー
ム走査範囲を合理的に制限できる。あるいは、本発明によれば、関心領域設定段階におけ
る操作性とビーム走査範囲の制限による効率性とを両立させることが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】比較例としてのズーム処理を示す説明図である。
【図２】本発明に係るズーム処理の第１例を示す説明図である。
【図３】２つの基準点の移動に伴う画像化領域の変化を示す図である。
【図４】画像化領域の２つの例を示す図である。
【図５】右辺とビームラインとが重なった場合における画像化領域を示す図である。
【図６】２つの基準点を個別的に設定する場合における画像化領域を示す図である。
【図７】ズーム画像とともに表示される参照画像を示す図である。
【図８】本発明に係るズーム処理の第２例を示す説明図である。
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【図９】２つの基準線の位置変更を示す図である。
【図１０】画像化領域の２つの例を示す図である。
【図１１】コンベックス走査が行われる場合における２つの基準点の設定を示す図である
。
【図１２】コンベックス走査が行われる場合における２つの基準線の設定を示す図である
。
【図１３】本発明に係る超音波診断装置の好適な実施形態を表すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　以下、本発明の好適な実施形態を図面に基づいて説明する。
【００２７】
　図１には比較例としてのズーム処理が示されている。（Ａ）は関心領域１０の設定を示
している。（Ｂ）はズーム画像を示している。
【００２８】
　図１の（Ａ）において、送受波原点Ｏを基準としてθ方向に超音波ビ－ムの走査を行う
と扇状のビーム走査面が形成され、それを画像化したものが扇状の形態を有する断層画像
１００である。断層画像１００はＢモード断層画像であり、それは体内における二次元取
込領域に相当する。（Ａ）に示す例では深さｄ０が診断距離とされている。このような断
層画像１００上においてターゲットとなる注目組織１２を取り囲むように関心領域（ＲＯ
Ｉ）１０がユーザーにより設定される。関心領域１０はボックス形状のグラフィック要素
として画面上に表示される。ユーザーは関心領域１０を任意の位置に任意のサイズをもっ
て設定することが可能である。一般に、関心領域１０は断層画像１００内において設定さ
れるが、関心領域１０の一部がはみ出すように当該関心領域１０が設定されてもよい。（
Ａ）に示す例としては断層画像１００の中央部に関心領域１０が設定されている。
【００２９】
　このように関心領域１０が設定されると、その関心領域１０の内部がズーム対象とされ
、そのズーム画像を形成するために、限定されたズーム走査範囲が設定される。具体的に
は、関心領域１０の左上隅Ｐ１を通過するビームラインと、関心領域１０の右上隅Ｐ２を
通過するビームラインとの間(Δθ１）がズーム走査範囲として設定される。この場合に
おける診断距離は関心領域１０の左下隅Ｐ３及び右下隅Ｐ４のいずれか深い位置に相当す
る深さ（ｄ１）として設定される。すなわち、そのような縮小された扇状の領域において
ビーム走査が実行される。ちなみに図１に示される電子走査方式は電子セクタ走査である
。ちなみに、一方のビーム走査端に相当する角度がθ１で表され、他方のビーム走査端に
相当する角度がθ２で表されている。
【００３０】
　以上のように、いわば関心領域１０の外接条件をもってズーム走査範囲が定義され、そ
のズーム走査範囲内におけるビーム走査を繰り返し実行することにより、（Ｂ）に示すよ
うに各フレームのズーム画像１０２を形成することが可能である。ズーム画像１０２は動
画像として表示され、注目する組織１２を拡大画像として観察することが可能である。し
かしながら、（Ａ）において、ズーム走査範囲内には関心領域１０の外側に存在する部分
領域ａ１，ａ２，ａ３が含まれており、ここにおいて、部分領域ａ２の発生は仕方ないと
しても、部分領域ａ１，ａ３についてはある意味においては無駄な部分として認識できる
。ただし、そのような部分領域ａ１，ａ３の両者が全く存在しない場合を想定すると、ユ
ーザーが設定した関心領域１０の形態が全く無視されることになり、必ずしも使い勝手が
よいとは言えない。このような課題あるいはユーザーのニーズに応えたのが、以下に説明
する本実施形態のズーム処理である。
【００３１】
　図２には、本実施形態に係るズーム処理の第１例が示されている。なお、図１に示した
構成と同様の構成には同一符号を付し、その説明を省略する。これは、後に図８以降の各
図をもって説明する第２例についても同様に言えることである。
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【００３２】
　図２の（Ａ）において、電子セクタ走査により形成された断層画像１００上においてユ
ーザーによりズームボックス１４が設定されている。ズームボックス１４は、図２に示さ
れる例において四角形のグラフィック要素である。このズームボックス１４は、図１に示
した関心領域１０と同じ形態を有しているが、両者の機能は完全には一致していない。す
なわちズームボックス１４は後に詳述するように画像化領域を設定する際の基本あるいは
目安となるものであり、その内部の全てが画像化対象となる訳ではない。
【００３３】
　これについて詳しく説明すると、ズームボックス１４は上辺ｕ、下辺ｄ、左辺ｌ及び右
辺ｒにより構成され、左辺ｌ及び右辺ｒ上には図２に示す例において同じ高さに２つの基
準点Ｑ１，Ｑ２が定められている。２つの基準点Ｑ１，Ｑ２は予め固定的に定められても
よいし、それらが任意に上下方向に変化できるように構成してもよい。２つの基準点Ｑ１
，Ｑ２はズーム走査におけるズーム走査端を規定するものであり、具体的には、基準点Ｑ
１を通過するビームラインＢ１が左側ビーム走査端として定められ、基準点Ｑ２を通過す
るビームラインＢ２が右側ビーム走査端として定められる。ビームラインＢ１の設定角度
がθ３で表されており、ビームラインＢ２の設定角度がθ４で表されている。ズーム走査
範囲Δθ２においてビーム走査が行われるわけであるが、その場合における診断深さはズ
ームボックス１４の左下隅Ｐ３及び右下隅Ｐ４のうちの深い方をちょうどカバーする深さ
ｄ１とされている。すなわち下側については外接条件が従来同様に採用されている。その
一方上側については外接条件ではなくある種の内接条件が採用されている。
【００３４】
　（Ａ）においてはビーム走査領域が符号１８で表されており、ズームボックス１４内の
領域が符号１６で表されている。ボックス内領域１６とビーム走査領域１８との重なり部
分が本実施形態において画像化領域として定められる。すなわち６つの点、具体的にはＱ
１、Ｐ３、Ｐ４、Ｑ２、Ｒ２、Ｒ１で囲まれる六角形の領域が画像化領域である。ここで
、点Ｒ１は上辺ｕにおいてビームラインＢ１が交差する点であり、同じく点Ｒ２は上辺ｕ
においてビームラインＢ２が交差する点である。この結果、従来の画像化領域に比べて、
部分領域ｂ４，ｂ５が画像化対象から除外され、すなわち部分的に画像化領域が切り落と
された結果となる。その一方において画像化されない領域ｂ１，ｂ３を小さくすることが
でき、全体としてビーム走査範囲Δθ２を小さくできるという利点がある。ちなみに、図
２（Ａ）における画像化されない部分領域ｂ２は図１に示した部分領域ａ２と基本的に同
じである。ただし、図１の（Ａ）に示した画像化されない部分領域ａ１，ａ３がかなり大
きかったのに比べて、図２（Ａ）に示す画像化されない部分領域ｂ１，ｂ３は相対的に小
さくなっている。もっとも、部分領域ｂ４，ｂ５については画像化されなくなるため、そ
の部分だけ画像情報が欠落することになるが、基本的にユーザーが見たい部分はズームボ
ックス１４の中央部分であり、隅付近はことさら観察を求めていない領域であるから、そ
のようなことを前提とするなら、上述のような角部分の切り落としが生じたとしても画像
観察上格別支障が生じるものではない。ズーム走査範囲を制限することでフレームレート
向上あるいはビーム密度向上という利点が得られるのであり、そのような実際上の利点か
ら本発明における技術的な有用性には非常に高いものがある。
【００３５】
　図２の（Ｂ）にはズーム画像１０４が示されている。このズーム画像１０４は上述した
多角形領域（画像化領域）２０を画像化したものである。図においては多角形領域（画像
化領域）２０は６つの辺からなる六角形として表されており、それは換言すれば矩形の領
域の左上隅部分及び右上隅部分を切り落とした形状に相当する。画像化領域２０は下辺ｄ
、上辺ｕ中の部分辺ｕ１、左辺ｌ中の部分辺（ｌ１）、右辺ｒ中の部分辺ｒ１、左端ビー
ムライン上の部分辺ｂ１及び右端ビームライン上の部分辺ｂ２により構成される。
【００３６】
　図３乃至図６には、いくつかの画像化領域設定例が示されている。図３に示す例におい
ては、ズームボックス１４が示され、その左辺及び右辺上の二つの基準点Ｑ１、Ｑ２を上
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方へ移動させるならば、すなわちＱ１をＱ１´にし、Ｑ２をＱ２´にするならば、点Ｒ１
が点Ｒ１´に移動し、点Ｒ２が点Ｒ２´に移動する。すなわち二つの基準点を上方に運動
させれば相対的に見て切り落とし領域を小さくすることができ、逆に２つの基準点を下方
に移動させるならば、２つの切り落とし領域を相対的に大きくすることができる。観察目
的や診断対象に応じて、このように２つの基準点の位置を変化させるようにしてもよい。
２つの基準点は上辺及び下辺の間において設定されるものであり、２つの基準点が最も下
げられた位置においては２つの基準点は下辺上に位置し、２つの基準点が最も上方に引き
上げられた状態では二つの基準点が上辺上に位置する。ただし、そのような上辺上に２つ
の基準が位置した状態においては図１に示した比較例と同じとなるのであり、本願におけ
る請求範囲はそのような状態を含むものではない。
【００３７】
　図４に示す例においては２つのズームボックス１４Ａ、１４Ｂが示されている。それら
は同時に設定されてもよいし、別々の時相において設定されてもよい。ズームボックス１
４Ａにおいて２つの基準点Ｑ１、Ｑ２が定められており、この場合において、左端ビーム
ラインは上辺を通過しており、その上辺上には交点Ｒ１が存在している。一方、右端ビー
ムラインは下辺を通過しており、その下辺上には交点Ｒ２が存在している。この場合にお
いても画像化領域は六角形の形状となる。ただし、左上隅部分が切り落とされるのに対し
、右側においては右下隅部分が切り落とされている。一方、ズームボックス１４Ｂにおい
ては基準点Ｑ３を通過する左側ビームラインが下辺を通過しており、その下辺上に交点Ｒ
３が存在している。基準点Ｑ４を通過する右端ビームラインは上辺を通過しており、その
上辺上には交点Ｒ４が存在している。このズームボックス１４Ｂにおいては、左下端部分
及び右上端部分がそれぞれ切り落とされている。２つの基準点の位置を上下動させると、
対角関係にある二つの切り落とし部分の大小関係が逆転する。
【００３８】
　図５に示す例においては、ズームボックス１４において、基準点Ｑ２を通過する右端ビ
ームラインが右辺と一致しており、その結果、右上隅に交点Ｒ２が存在している。一方、
基準点Ｑ１を通過する左端ビームラインは上辺を通過しており、その上辺上に交点Ｒ１が
存在している。このような例外的な場合においては、見かけ上、五角形の形状が成立する
。
【００３９】
　図６に示す例においては、各基準点Ｑ１，Ｑ２については個別的に高さが設定されてい
る。すなわち、その高さの違いがΔｔで表されている。２つのビームラインは上辺を通過
しており、それぞれのビームラインに対応して交点Ｒ１，Ｒ２が存在している。
【００４０】
　図７には参照画像の表示例が示されている。すなわち符号１０６は表示画面を表してお
り、その表示画面１０６内にはズーム画像１０４と参照画像１０８とが表示されている。
両者は図７に示す例において重なっていないが、両者が重合関係にあってもよい。参照画
像１０８はグラフィック画像として構成されており、当該グラフィック画像は走査領域を
示す扇状のグラフィック要素２２と、その内部に表されるズームボックスを表すグラフィ
ック要素２４とを含んでいる。すなわち断層画像上においてズームボックスを設定すると
、その位置関係が反映されるように参照画像１０８が構成される。その場合においては基
準点を通過する２つのビームラインをグラフィック要素２６，２８として表すようにして
もよい。このような参照画像の表示によればズーム画像１０４を観察する場合において、
当該ズーム画像１０４が元の走査面上のどの部位を拡大表示したのかを直感的に理解でき
るという利点が得られる。もっとも、本実施形態においてはズームボックスの設定位置に
応じて画像化領域の形状が変化することになり、すなわち、もともとの矩形から切り落と
した形状として六角形が構成されるため、そのような六角形の形状、特に二つの斜め線の
位置関係からズームボックスがおよそどの部位に設定されたのかを認識することが可能で
ある。
【００４１】
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　図８には、本実施に係るズーム処理の第２例が示されている。
【００４２】
　扇状の断層画像１００上には上記の第１例と同様に、四角形のズームボックス３０がユ
ーザー設定されている。ここで符号１６はそのような四角形のズームボックスの内部領域
すなわちボックス領域を表しており、符号１８はズーム走査範囲Δθ３に対応する扇状の
走査領域１８を表している。この第２例においては上辺ｕと下辺ｄとの間に互いに離間し
た状態において二つの基準線Ｌ１，Ｌ２が設定されている。各基準線Ｌ１，Ｌ２は上辺ｕ
及び下辺ｄに平行なラインであって、ズームボックス３０を水平に横切るラインである。
ただし、各基準線Ｌ１，Ｌ２の長さは上辺ｕ及び下辺ｄの長さに一致している。この第２
例においては二つの基準線Ｌ１，Ｌ２を共に交差するという条件を満たす範囲内でビーム
走査が行われる。すなわち、そのような条件を満たすものとしてズーム走査範囲Δθ３が
定められる。
【００４３】
　具体的には、（Ａ）において、ビームラインを走査した場合において、二つの基準線Ｌ
１，Ｌ２をともに通過する範囲としてズーム走査範囲Δθ３が定められ、当該範囲は左端
ビームラインＢ１と右端ビームラインＢ２との間の範囲である。左端ビームラインＢ１は
下側の基準線Ｌ２の左端点Ｔ１を通過するラインであり、右端ビームラインＢ２は下側の
基準線Ｌの右端点Ｔ２を通過するラインである。左端点Ｔ１は左辺ｌ上の点であり、右端
点Ｔ２は右辺ｒ上の点である。
【００４４】
　以上のように、ズーム走査範囲Δθ３が定められると、ビーム走査領域１８とズームボ
ックス３０内の内部領域１６との重複部分として画像化領域が定められる。当該領域は多
角形の領域であり、具体的には六角形の領域である。
【００４５】
　図８における（Ｂ）には、ズーム画像１１０が示されている。このズーム画像１１０は
上述した多角形領域を画像化したものであり、当該領域を構成する多角形は６つの辺、具
体的には下辺ｄ、上辺ｕ中の部分辺ｕ１、左辺ｌ上の部分辺ｌ１、右辺ｒ上の部分辺ｒ１
、左端ビームライン上の部分辺ｂ１及び右端ビームライン上の部分辺ｂ２により構成され
ている。ちなみにズーム画像１１０において、基準線Ｌ１，Ｌ２はグラフィックとして表
示するようにしてもよいが、目障りとなるのであればそのようなグラフィックを表示しな
いほうが望ましい。同じく、（Ａ）に示したズームボックス３０の設定にあたって、基準
線Ｌ１，Ｌ２を表示するようにしてもよいし、表示しなくてもよい。
【００４６】
　この図８に示すズーム処理の第２例においては、上記の第１例と同様に２つの隅付近部
分を切り落としてズーム走査範囲を縮小することができるので、その分だけフレームレー
トあるいはビーム密度を向上できるという利点がある。また、二つの基準線を通過するビ
ームラインの中で最も左側に位置するラインを左端ビームラインとし、同じく２つの基準
線をともに通過するビームラインのうちで最も右側に位置するビームラインを右端ビーム
ラインとしたので、以下に図９及び図１０を用いて説明するように、ズームボックスにお
ける中央部分の画像化を確実に確保しつつも、画像化にあたってあまり必要でない部分を
大きく切り落とせるという利点がある。
【００４７】
　図９には、断層画像上にズームボックス３０が設定されており、そのズームボックス３
０には二つの基準線Ｌ１，Ｌ２が定められている。それらの水平な基準線Ｌ１，Ｌ２は上
辺ｕと下辺ｄとの間において設定されるものであり、それぞれ個別的に高さ調整をするこ
とが可能である。このようなそれぞれの基準線Ｌ１，Ｌ２の高さ調整によれば、より多様
な画像化領域形状を実現できるという利点が得られる。
【００４８】
　図１０には２つのズームボックス３０Ａ，３０Ｂが表されている。それらは同時に設定
され、あるいは異なる時相において設定されるものである。ズームボックス３０Ａにおい
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ては２本の基準線Ｌ１，Ｌ２が定められ、このような設定状況においては左端ビームライ
ンＢ１が下側の基準線Ｌ２の左端点を通過するラインとして定められ、一方右端ビームラ
インＢ２が上側の基準線Ｌ１の右端点を通過するラインとして定められる。この場合にお
いても六角形の形状が構成される。もう一方のズームボックス３０Ｂも２つの基準線Ｌ１
，Ｌ２を含み、左端ビームラインＢ３は上側の基準線Ｌ１の左端点Ｑ３を通過するライン
として定められ、右端ビームラインＢ４は下側の基準線Ｌ２の右端点Ｑ４を通過するライ
ンとして定められる。この場合においても六角形が構成される。
【００４９】
　以上のようにズームボックスが様々な位置に設定されたとしても、ズームボックス中央
部分の確実なる画像化を達成することができ、その一方において、４つの隅付近部分のう
ち、２つの隅付近部分を切り落としてズーム走査範囲を合理的に縮小することができると
いう利点が得られる。
【００５０】
　図１３には本発明に係る超音波診断装置の好適な実施形態を示すブロック図が示されて
いる。この図１３に示される超音波診断装置は上述したズーム処理を実現するものである
。具体的にはズーム処理は制御部４２の作用として実現されており、すなわち制御部４２
はズームコントローラとして機能している。プローブ３２は体表面上に当接して用いられ
る超音波探触子である。プローブ３２は１Ｄアレイ振動子を有し、１Ｄアレイ振動子は複
数の振動素子により構成されている。１Ｄアレイ振動子により超音波ビームが形成され、
その超音波ビームが電子的に走査される。本実施形態においては電子走査方式として電子
セクタ走査または電子コンベック走査が適用される。１Ｄアレイ振動子に変えて、２Ｄア
レイ振動子を設け、３次元エコーデータを取り込むようにしてもよい。また体腔内に挿入
されるプローブを利用するようにしてもよい。
【００５１】
　送受信部３４は送信ビームフォーマ及び受信ビームフォーマとして機能するものである
。すなわち、送受信部３４は送信時において複数の送信信号を複数の振動素子に対して供
給する。これにより送信ビームが構成される。受信時において、体内からの反射波が１Ｄ
アレイ振動子にて受波され、そこから複数の受信信号が送受信部３４へ出力される。送受
信部３４においては複数の受信信号に対する整相加算処理を実行し、これによって受信ビ
ームに相当する整相加算後の受信信号すなわちビームデータを出力する。ビームデータは
画像形成部３６へ送られる。
【００５２】
　画像形成部３６は本実施形態においてデジタルスキャンコンバータ（ＤＳＣ）により構
成されており、入力されるビームデータを構成する各エコーデータに対して座標変換処理
等を適用し、これによってＢモード断層画像を構成する。その画像データは表示処理部３
８へ送られる。表示処理部３８は表示部４６に表示される画像を構成する機能を有し、必
要に応じて断層画像に対してグラフィック画像形成部４０から出力されるグラフィック画
像を合成する処理を実行する。表示部４６には断層画像等の表示画像が表示される。
【００５３】
　制御部４２は本実施形態においてＣＰＵ及び動作プログラムにより構成され、制御部４
２はズーム処理にあたってズームコントローラとして機能する。制御部４２は必要に応じ
てグラフィック画像形成部４０に対して画像形成命令を発し、これに基づきグラフィック
画像形成部４０が上述したような参照画像等の画像を生成する。入力部４４は操作パネル
として構成されており、ユーザーはそのような操作パネルを用いてズームボックスの設定
を行える。
【００５４】
　ズーム処理を用いた超音波診断においては、まずプローブ３２が体表面上に当接され、
広域走査により生成される断層画像を見ながら、プローブ３２の当接位置及び姿勢が調整
される。これによって、注目する組織が断層画像上に表れた場合、ズームモードを実行さ
せ、これにより断層画像上にズームボックスを表示させる。そのズームボックスの位置や
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サイズをユーザーが設定すると、そのズームボックスに基づいて、具体的にはズームボッ
クスと共に定められるマーカーとしての２つの基準線あるいは２つの基準点に基づいてズ
ーム走査範囲が決定される。そしてそのズーム走査範囲に対してビーム走査が繰り返され
る。
【００５５】
　これにより各フレームごとのズーム画像データが得られ、それが画面上にズーム動画像
として表示される。そのような表示にあたっては必要に応じて上述した参照画像も表示さ
れる。ズーム画像は上述したように基本的に六角形の形状を有する画像であり、その場合
において２つの隅付近部分が切り落とされているが、中央部の画像化は確実に行えるため
、ターゲット組織の観察を適切に行える。その一方において、２つの隅付近部分の切り落
としによりズーム走査範囲の合理的縮小という利点が得られるので、これによってフレー
ムレートを向上でき、あるいはビーム密度を向上できるという利点が得られる。その結果
、いずれにしても、高画質を得られる。複雑な形状の設定にあたって、ユーザーはその複
雑な形状それ自体を定める必要はなく、従来同様に矩形のボックスの位置決めを行うだけ
でよいので、従来同様の操作感覚をもって簡便にズームエリアを間接的に指定できるので
使い勝手がよい。
【００５６】
　上述した実施形態においては、断層画像が表示されていたが、それにさらに血流画像が
合成表示されてもよい。また、上述した実施形態においては電子セクタ走査あるいは図１
１及び図２に示すコンベックス走査の例が説明されていたが、コンケーブ走査等の他の電
子走査が適用される場合においても上述したズーム処理を実行することができる。
【符号の説明】
【００５７】
　１４　ズームボックス、１６　ボックス内部領域、１８　ビーム走査領域、２０　画像
化領域、１００　断層画像、１０４　ズーム画像。
【図１】 【図２】
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